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主要ドローンポート製品の紹介

市場には様々なドローンポート製品が登場しており、それぞれに特徴があります。これらの製品は基本的な機能として、自動充電、ドローンの保護収納、自動メンテナンス、遠

隔操作システムを備えています。

SENSYN Robotics「Drone Hub」

国内メーカーによる高い信頼性と安全性を兼ね備え

たドローンポート。制御ソフトウェアと業務アプリ

ケーションが一体となったシステムです。

DJI「DJI DOCK3」

世界最大のドローンメーカーDJIによる製品。高性

能カメラと長時間飛行が可能なドローンを搭載し、

幅広い用途に対応します。

Skydio「Skydio Dock」

障害物回避能力に優れた自律飛行技術が特徴。複雑

な環境下での安定した飛行性能を提供します。

Airobotics「OPTIMUS」

グローバル市場での豊富な実績を持つ製品。堅牢な

設計と先進的なソフトウェアプラットフォームを特

徴としています。

※出典:Sensyn Robotics HPより

※出典:Skydio HPより ※出典:Airobotics HPより

※出典:DJI HPより

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


平置き＋仮囲い設置

ドローンポートの設置例

単管足場架台設置

平らな場所への設置のほかにGPS受信感度や通信環境に考慮する必要があり、作業安全性、盗難、積雪への配慮も必要

冬季設置
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ドローンポート運用の優位性

従来のドローン運用と比較して、ドローンポートを活用した運用には多くの優位性があります。一般的な運

用では、オペレーターが1日に1現場しか担当できず、現場への移動時間も必要です。また、天候不順により

当日中止や予備日設定が必要になることも少なくありません。

一方、ドローンポート運用では、一人のオペレーターが複数現場を同時に管理できます。また、遠隔地から

インターネット経由で数分以内に飛行を開始できるため、移動時間がゼロになります。さらに、気象状況を

リアルタイムで監視でき、最適なタイミングで即座に飛行を実行できる利点もあります。

一般的なドローン運用

• 1人1現場が基本

• 現場までの往復時間が必要

• 飛行前準備に時間を要する

• 天候不順で当日中止のリスク

• 予備日の設定が必要

ドローンポート運用

• 1人で複数現場を同時運用可能

• 移動時間ゼロ

• 数分以内に飛行実施可能

• 気象状況をリアルタイム監視

• 最適なタイミングで即実行

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


ドローンポートの拡張機能
様々な拡張デバイスを搭載することで、多様な用途に対応します。
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事例 圃場整備事業での活用

ドローンポートの実用事例として、圃場整備事業で活用がされました。圃
場整備では複数工事業者が近隣工区で同一期間に工事を行います。従来、
それぞれ工事業者ごとに工事測量を行うため、個別のコストと労力がかか
りました。またデータ品質や内容にばらつきがある等の課題がありました
。そこで、定点にドローンポートを設置し、全工区をまとめて自動飛行に
よる写真測量を実施することで、一元化し効率化を図りました。

この手法により、一度の定期測量で複数事業者の測量がまとめて実施がで
きるため、大幅なコスト削減が見込めます。また品質管理が容易になり、
工事の進捗状況をより詳細に把握が可能になります。三次元データの蓄積
により、土量計算の精度向上や、将来的な維持管理にも活用できるデータ
ベースの構築が可能になります。

1

課題

個別のドローン測量に多大なコストと労力が必要

事業者ごとにデータや成果品が異なる

2 目的

測量作業の効率化と頻度向上

均質で共有可能な三次元データの取得

3

手法
定点にドローンポートを設置

定期自動飛行による写真測量

4 成果
ドローン写真測量コストの大幅な削減見込む

測量作業の大幅な効率化を実現

高精度な三次元データを継続的に蓄積

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


ドローンポート
施工済

砂子組 工区

B社工区

D社工区

C社工区

A社工区

施工済

施工済

成果①：コストと時間が1/5

場所：北海道美唄市
時期：2025年5月〜12月
主体：株式会社砂子組
実施：HELICAM株式会社

今回：５社の測量業務をまとめて1回で計測

従来：それぞれ単独で測量しデータ作成

成果②：成果が均質

※資料提供：株式会社砂子組

事例 圃場整備事業での活用



地区全体の複数工事箇所を一括管理

事例 圃場整備事業での活用
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事業の概要「令和７年度北海道ドローン実装促進事業委託業務」

ドローンは様々な分野で活用が進み、制度の整備も進んでいるが、自治体における活用に関
しては、担当する人材や情報・知識の不足から限定的な活用にとどまっている。そのため、
市町村業務におけるドローン活用の調査と新たな活用策について実証を行うとともに、道内
各地の市町村職員等を対象とした普及啓発を行うことで、地域におけるドローンの社会実装
を促すこととする。

1. 市町村業務では活用されていない事例や新たな活用策→新規性

2. 市町村業務での代替で業務効率の向上→生産性

3. 市町村業務での代替で安全性の確保→安全性

4. 市町村業務の代替でコスト削減が見込めるもの→経済性

5. 市町村業務の課題解決につながるもの→課題性



市町村アンケート調査

Q1/現状のドローン活用状況
1.災害対策 39件
2.遭難救助 37件
3.火災現場 35件
4.PR・観光 35件
5.鳥獣害対策 26件

Q2/現場の課題
1.操縦者育成 125件
2.機体の維持管理 80件
3.導入費用・維持費 80件
4.法規対応 70件
5.機種選定 40件

Q3/今後の活用ニーズ
1.災害対応 80件
2.遭難救助 57件
3.火災対応 50件
4.PR・観光 40件
5.鳥獣害対策 38件

活用ニーズを考慮した実証案

1.災害対応→民間に配備された遠隔操縦用ドローンを使用した災害対策実証

2.遭難救助→LTE搭載ドローンを使用した山岳遭難における広域捜索実証

3.火災対応→散水および消火剤投下ドローンによる消火活動実証

4.PR・観光→位置補正制御による屋内型ドローンショーの観光活用実証

5.鳥獣害対策→遠隔操縦用ドローンおよび熱赤外線・スピーカーを使用した鳥

獣害追払い実証

新規性 生産性 安全性 経済性 課題性 合計点

1.災害対策実証 4 4 5 5 5 23

2.広域捜索実証 1 5 3 4 4 17

3.消火活動実証 3 2 2 3 3 13

4.観光活用実証 5 1 1 1 2 10

5.鳥獣害追払実証 2 3 4 2 1 12



体制

↓
「北海道ドローンコンソーシアム」
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